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市民とともに心ある医療を
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外
来
部
門
の
御
案
内

患
者
支
援
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携

感 

染 

対 

策

化
学
療
法
室

リ
ン
パ
浮
腫
外
来

通院中の患者さんが病気やけがに伴
う不安がないかなど、時間が許す限り
お声かけをしています。必要時は患者
支援センターと連携し、解決策につい
て一緒に考えていきます。

新型コロナウイルス感染症は５類へ
移行しましたが、ウイルスの感染力が
弱ったわけではありません。免疫力が
低下した患者さんも安心して受診でき
る環境づくりを行っています。

患者さんが通院しながら抗がん剤治
療を受けられるようサポートをしてい
ます。

令和５年度から新設されたリンパ浮
腫外来は認定看護師と連携して対応し
ています。

当
院
の
外
来
部
門
は
29
診
療
科
と
７
つ
の
専
門
外

来
の
ほ
か
、
救
急
外
来
や
心
臓
カ
テ
ー
テ
ル
検
査
な

ど
特
殊
な
対
応
や
専
門
的
治
療
を
行
う
部
門
の
対
応

を
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

※院内において、マスク着用を徹底していますが、集合写真、人物紹介の写真は感染対策をしっかりした上でマスクを外して撮影をしています。

当
院
で
は
、
５
０
０
名
近
く
の
看
護
職
員
が
、
そ
れ

ぞ
れ
自
分
の
役
割
を
意
識
し
な
が
ら
医
療
と
看
護
を
提

供
し
て
い
ま
す
。
患
者
さ
ん
や
御
家
族
の
そ
ば
で
お
話

を
聴
き
、
表
情
を
捉
え
、
適
切
な
言
葉
が
け
が
で
き
る

よ
う
に
日
々
努
め
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、必
要
な
と
き

は
手
を
携
え
、患
者
さ
ん
や
御
家
族
に
安
心
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
寄
り
添
う
看
護
を
大
事
に
し
て
い
ま
す
。 

コ
ロ
ナ
禍
の
３
年
余
り
は
、感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、

常
に
距
離
を
取
り
、
手
袋
や
ガ
ウ
ン
、
ア
イ
シ
ー
ル
ド

な
ど
の
着
用
が
常
態
化
し
、「
寄
り
添
う
こ
と
」が
こ

ん
な
に
も
難
し
い
こ
と
な
の
か
と
苦
悩
し
な
が
ら
、
そ

れ
で
も
生
命
を
守
る
こ
と
を
最
優
先
と
し
、
医
療
提
供

に
努
め
ま
し
た
。
そ
し
て
、
今
再
び
、
看
護
師
が
や
る

べ
き
こ
と
を
見
据
え
、
患
者
さ
ん
の
視
点
に
立
ち
、
思

い
や
り
の
看
護
を
提
供
す
る
こ
と
に
や
り
が
い
と
喜
び

を
感
じ
な
が
ら
、
さ
ら
に
看
護
師
・
助
産
師
職
能
に
誇

り
を
も
っ
て
進
ん
で
い
き
ま
す
。 

専
門
・
認
定
看
護
師
、
特
定
行
為
研
修
修
了
看
護
師

な
ど
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
や
、
各
部
門
で
の
専
門
性
を

発
揮
す
る
看
護
師
・
助
産
師
に
、
治
療
や
在
宅
で
お
困

り
ご
と
が
あ
れ
ば
、
御
相
談
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
院
外

で
の
研
修
会
や
講
演
な
ど
の
御
要
望
が
あ
れ
ば
、
お
気

軽
に
御
連
絡
く
だ
さ
い
。 

副院長・看護局長
認定看護管理者

中
なか

筋
すじ

　知
とも

美
み

 専門・認定看護師、特定行為研修修了看護師って？
特定の分野において質の高いケアが行える看護のスペシャリストです。

地域の中核病院としての使命を果たし、
患者の視点に立ち、思いやりの看護を提供する。

看護局の
理　　念



糖尿病をもつ患者さんや御家族に対して、療養
生活や治療に関する相談・支援を行っています。
合併症の発症・悪化を防ぐとともに、その人らし
い生活を継続できるような、自己管理や療養生活
を患者さんや御家族と一緒に考えていきたいと
思っています。

糖尿病看護認定看護師

入
いり

江
え

　優
ゆう

子
こ

専
門
的
な
看
護
知
識
と
技
術
を
も
っ
た
専
門
・
認
定
看
護
師
が

患
者
さ
ん
や
御
家
族
の
看
護
ケ
ア
に
あ
た
り
ま
す
。

特
定
行
為
研
修
修
了
者
に
つ
い
て

専
門
的
な
知
識
と
技
術
が
必
要
と
さ
れ
る
特

定
行
為（
診
療
の
補
助
）を
、
厚
生
労
働
省「
特

定
行
為
に
係
る
看
護
師
の
研
修
制
度
」の
研
修

を
受
け
た
看
護
師
が
医
師
の
指
示
を
受
け
て
安

全
に
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
当
院
は
、
特
定

行
為
研
修
を
行
う
指
定
研
修
機
関
の
協
力
機
関

で
あ
る
た
め
、
医
師

な
ど
の
指
導
者
に
よ

る
特
定
行
為
研
修
修

了
看
護
師
の
養
成
に

必
要
な
実
習
や
評
価

な
ど
を
行
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。

当院で行われている特定行為の内容
区　　分 内　　容

栄養及び水分管理に
関わる薬剤投与関連

水分や栄養に過不足が生じた場合、点滴を
調整します

創部ドレーンの抜去 皮下に挿入したドレーン（管）を抜去します

気管カニューレの交換 気管カニューレを交換します

動脈血液ガス分析関連 動脈血からの採血、カニューレの留置を実
施します

創傷管理関連
褥瘡や創傷の治癒を促進するために不要な
組織を取り除いたり、状況に応じ創部を密
閉し陰圧をかけて治癒を促したりします

「食べること」は生命維持だけでなく、生活の質に関わ
る領域です。誤嚥性肺炎や窒息、低栄養、脱水を予防し、
おいしく安全に食べるための嚥下機能評価、口腔ケアの方
法、食事内容や食べ方についてアドバイスを行い、多職種
のスタッフからなるチームで活動をしています。

クリティカルケア特定認定看護師

工
く

藤
どう

　智
ち

恵
え

子
こ

緊急を要する、また生命に危
機的な状況にある患者さんや御
家族に速やかに介入し、質の高
い看護実践が提供できるよう努
めています。また、災害時には
地域の中核病院としての役割を
果たせるよう平時から取り組ん
でいます。

感染管理認定看護師

中
なか

田
た

　淑
よし

子
こ

患者さんはじめ病院を
訪れる方々や病院で働く
全ての職員を感染症から
守るという思いで感染管
理 に 取 り 組 ん で い ま す。
感染症に強い環境を整え
て、皆さんが安心して病
院を訪れることができる

よう感染対策を推進していきたいと思います。

感染管理認定看護師

光
みつ

田
だ

　真
ま

理
り

子
こ

感染管理とは、「目に見え
ない」ウイルスや細菌を対象
に感染予防をすることです。
新型コロナウイルス感染症
につぎ、大きなイベントな
どで新たな感染症が流行す
る可能性があります。引き
続き市民の皆さんとともに、

感染拡大防止のお手伝いができればと思います。

緩和ケアとは、がん、非
がんの患者さんに必要な
ケアです。安心し入院生活
が過ごせ、少しでも不安
が減り療養先に帰れるよ
うにサポートしています。
一昨年、医学的リンパ浮
腫セラピストの資格をと

りました。少しずつ貢献できるように頑張ります。

緩和ケア認定看護師

生
いく

田
た

　陽
よう

子
こ

人工肛門・膀胱（ストーマ）、
褥瘡（床ずれ）、排尿障害に関わ
るケアを主に担当しています。
個々の生活や習慣などを考慮し
ながら、患者さんに合わせたケ
アの提供を心がけ、安心して日
常生活を送れるように取り組ん
でいます。

皮膚・排泄ケア特定認定看護師

浅
あさ

田
だ

　知
とも

子
こ

特定行為研修修了者は
制服にワッペンを付け
ています。

クリティカルケア特定
認定看護師が救急患者
をケアしている様子

母性看護専門看護師が
乳児をケアしている様子

⃝専門看護師とは？
患者さんやその御家族などに対して質の高いケアを行う
ために、特定の分野の知識や技術を備えていると認めら
れた看護師です。
⃝認定看護師とは？
特定の看護分野において深い知識と熟練した看護技術を
持っていると認められた看護師です。また、患者さんや
その御家族などに対する看護の提供のみでなく、看護師
に対して指導などの役割も期待されています。
⃝特定行為研修修了看護師とは？
特定行為を行うために必要な研修を修了することで受講
した区分の特定行為を行える看護師です。

摂食・嚥下障害看護認定看護師

福
ふく

田
だ

　祥
さち

世
よ

感染管理認定看護師が薬剤師および臨床検査技師と
病棟見回りをしている様子

緩和ケア認定看護師が患者さんに対する
ケアについて意見交換をしている様子

緩和ケア認定看護師

松
まつ

本
もと

　伸
のぶ

子
こ

緩和ケアチームでは、
病気がわかり治療が始ま
るときから、気持ちや体
の辛さを少しでもやわら
げ、患者さんが治療に前
向きに臨み、一つでも笑
顔になれる機会を増やす
ことを目的に活動してい
ます。「緩和ケア＝生きるためのケア」が “ 常識 ”
になるよう頑張ります。

当院の専門・認定看護師
を紹介します

集中ケア認定看護師は何らかの原因で重篤な状態と
なった方の生命維持と回復に向けたケアを実施していま
す。状態を察知し、重篤な状態にならないよう介入する
ことも求められています。皆さんのいざというときに役
に立つ人になれたらと思い活動をしています。

集中ケア認定看護師

小
こ

寺
てら

　郁
いく

子
こ

専門看護師として、妊産褥婦、新生児の健康課題に寄
り添いながら、科学的「根拠」に基づいた専門的で温かい
ケアを目指しています。またスタッフや組織に対する教
育的役割や、地域と連携し継続的な支援が提供できるよ
う、チーム医療としての調整役を担っています。

母性看護専門看護師

森
もり

重
しげ

　圭
けい

子
こ

がんは多くの方が罹患され
る疾患です。治療方法も多岐
にわたりますが、がんの薬物
療法において、副作用によるつ
らい症状やQOL（Quality of 
Life）※が低下してしまうこと
も少なくありません。治療を
受けながら自分らしい生活が

できるように一緒に考えていけることを心がけています。
※生活の質、一般的にいきがいなど

がん化学療法看護認定看護師

大
おお

塚
つか

　淑
とし

子
こ


